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論文要旨近世小説の研究
―
秋成・西鶴・源内
―
空井伸一
本研究は、日本近世期における文学受容のあり方として特徴的な「刊行された作品」を対象とし、その読みを通じて、特定の時代背景や
限定的な人間関係だけに還元されない、 「開かれたテキスト」であることの意義について考察するものである。
木版印刷という方法によって、それまでにない大量の書籍や版画が比較的安価に流通するようになったことが近世という時代の文化を画
する決定的な特徴である。同一の版をもって公刊されることによって、一人の手によって書かれたものは多く 見知らぬ人々の手に委ねられ、知識は開かれ、共有され、吟味され、それを踏まえて更に新たなものが書き起 されることにもなる。それにより、例えば江戸期 おける古典の集大成ということも可能となった。今日私たちが「古典」と見なすものの多く、そしてそれらがなぜ のように見なされるのかという理由付けは、書籍の公刊が可能とした知識の共有に因るところが大きい。江戸 板本の多くの表記は「くずし字」によって 、今日の書籍とは趣を異にするが、書か たものが不特定多数の人々の手
に渡り、ひとりひとりがそれに向かい合って主体的に読むという行
為は、例えば近代小説の受容のあり方と基本的に変わるところはない。それは電子メディアなど媒体を変える しても、これからも変わことなく行われることだろう。本研究は、日本古典文学史 上では初期
読本、浮世草子、戯作などといった
用語を以て称される作品を取り
上げるが、それらを「近世小説」の名称をもって括る理由はここにある。
研究の対象として、上田秋成、井原西鶴、平賀源内という三人の作者につき、具体的にその作品を取り上げ、作品論のかたちで個別に考
察する。この三人 かつて、江戸にお る近代の萌芽、先駆者などと見なさ 、それをもって評価されるところがあった。一時期 封建制に対する抵抗者、あるいは犠牲者などと祭り上げら るようなこと あ しかし近年、当時の資料に基づく検証 進められ な で、彼ら自身に反時代的な意識など認めようもなく、江戸 封建制を自明のこととして受け止め、その中で手遊びとして 文事、いわゆ 「戯作」に遊んだことが指摘されるようにな 。その結果 彼らに近代 見
るのは、そのように見る側の願望の投影でしか い 批判されるよ
うにもなった。
この批判自体はしかるべきことであり、作品がものされた当代の思潮、価値観を踏まえることは前提とされなければならない。しかし、
その作品をどう読むかということに ば話 別であろう。完璧に「閉
じたテキスト」でもなければ、そこに作者の意図しなかった、作者
- 2 -
にも統御できなかった何ものかが生じるということはあり得る。そして
およそ完璧ということは世にあり得ないわけで、そこにこそ時代に
制約されない何もの が生まれ、読み取られるということはあるのだ。
文学テキストの価値は同時代の評価、例えば雅俗の規範 そすべて
ということであるはずがない。優 た文学テキスト もの 、作者の意図や同時代の共通理解をはみ出してしまうことで、ある種の普遍性に到達するものだと私は考えている。公刊による「開かれたテキスト」はそれを可能とさせるツールのひとつであり、封建下の、文字通りの前近代社会である江戸期におい 近代的な読みに堪える、 そ
して更に普遍をも垣間見せるテキストはあり得たと私は考えている。
三人の作品のうち、特に上田秋成 『雨月物語』はこのことを顕著にう
かがわせるものと思われる。それは生みの親に名乗 を上げてもら
えなかった、うち捨てられたかのよう 若書きの作であり、最晩年 手
書きのかたちで為された『春雨物語』に対して、俗なる体裁を取る
ものだが、にもかかわらず、むしろそれ故に、時代 制約を受け い達成を見せている。本研究はそのように江戸の「開かれたテキスト」が普遍へと通じる可能 ついて論究す 。また それを踏まえ、一国や一時代の文化や伝統を賛美し、それを規範と見なすような発想に対して批判的考察を加え、自文化中心主義や「国文学」なる学 問題についての検討にも及んだ。
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論  文  名   近世小説の研究―秋成・西鶴・源内― 
本論文は、上田秋成の『雨月物語』、井原西鶴の『西鶴諸国はなし』、平賀源内の『根南志具佐』、
『風流志道軒伝』等の近世小説を考察対象として、各作品の文学的意義、文化的意義を旺盛に論じ
たものである。全体は、「はじめに」以下、本論部全 4 章 20 節と、終章によって構成されている。 
「はじめに」で本論文の主意を述べた後、第一章では、9 節にわたり、上田秋成の作品の新たな読
解を提示する。第一節から第四節までの各節は、『雨月物語』の「白峯」、「菊花の約」、「浅茅が宿」、
「夢応の鯉魚」をそれぞれ論じ、各作品の表現を大きく規定する論理、観念を見据えつつ、それを
超え出る形で表出する各作品の世界や思考の特質を鋭く捉えている。こうした作品の本質を根源的
に注意深く捉える考究の成果は、「芥子の香」のモチーフに着目して「蛇性の婬」と「仏法僧」を論
ずる第五節、究極の非日常にして究極の日常である「死体」の問題から、「青頭巾」、「吉備津の釜」
の特質を説く第六節や、第七節の「青頭巾」考、第八節の「貧福論」考にも遺憾なく発揮され、第
一章は、従来の研究史をふまえつつもそれに囚われずに、『雨月物語』の全九作品を創見を持って論
じ切る内容となっている。論者は、作中に支配的な論理の枠組みを突き抜ける究極の相に『雨月物
語』の本質を見出している。そして、第九節では、『雨月物語』に先行する、秋成の作『諸道聴耳世
間狙』を論じて、「気質物」の類型に収まらないその記述の特質を捉えている。続いて、全 4 節から
成る第二章では、井原西鶴の作品の読解を行う。第一節から第三節では、『西鶴諸国はなし』の巻一
の二、巻四の七、巻三の六をそれぞれ順に考察し、第四節では、『武家義理物語』巻六の二を論じ、
各作品に固有の難解さを明らかにして、それぞれの難解さをもたらしている表現のしくみ、言葉の
意味やコンテクストを、各作品の特質として提示している。この第二章は、西鶴作品の難しさをい
かに捉え、考えたらよいのかという本質的な問題を論じた一章と言ってよい。第三章は、5節にわた
って、平賀源内の作品を論ずる。第一、二節では、『根南志具佐』を、第三、四節では、『風流志道
軒伝』を、第五節では、「国益」をめぐる記述を取り上げて、価値の相対性を創作と行動の浮力とし
つつ、その空無に直面せざるを得なかった源内の作品の特質と生の形を捉えている。その上で、2節
から成る第四章では、国文学が当事者意識にもとづく主体性を重んずる批判の学であるべきことを
論じ、終章で、江戸のテキストを、今ここに開かれたものであると意味づけて、全編を閉じている。 
このように、本論文は、根源的で明確な問題意識の下、従来の解釈、理解の枠組みを捉え直す中
で、表現内の論理、倫理、価値観の拮抗や揺らぎ、反転等を注意深く見出し、近世小説作品の特質
と時代を超えた意義を提示する重要な指摘を次々と行っている。その考察は創見に溢れ、近世小説
の新たな読解の可能性を豊かに開示しており、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。 
よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
